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　「あつまれ どうぶつの森」というゲームが流行っているらしい。私はやったことがないのでよく知らないが、仮想世界の中の島で動物のキャラクターに様々な活動をさせるものだそうだ。ゲームの中で、他人が操るキャラクターと出会い、互いに協力し合って、より快適な仮想生活環境を作り上げていく。美しい話だと思う。コロナの影響で人間の社会活動が制限されている今、大勢の人が他人との交流を求めてこのような仮想空間に集まるのは道理である。いつか、ポーラロ討論会の「島シリーズ」も、「あつまれ どうぶつの森」の中で開催するとおもしろいかもしれない。
感染症が人から人へうつるのなら、人と人とが出会わなければ感染は広がらない。単純な理屈である。世界中の人々はこの半年間、「できるだけ他人との接触を減らしつつ社会活動を続けるのにどうすればよいか」を考えてきた。大学では、多くの授業がオンラインになった。学生は家にいて、教員がしゃべった言葉を、あるいは書いた文字を、パソコンやスマホで受信して視聴している。私はこのコロナ禍が始まる前、インターネットを用いたテレビ会議システムがあることは知っていたが、せいぜい数名で使用するもの、と思い込んでいた。きっと多くの人たちもそうだったろう。ところが今年の3月に、感染拡大防止策として新年度前期の授業はできるだけオンラインでやれ、といった方針が各大学から出されてからというもの、学生も教員もみんな戸惑いつつも、試行錯誤しながらZoomやGoogle Meetなどの使い方を覚え、数十人相手の授業を何とか毎週こなし、綱渡りで半年を乗り切った。この半年が終わって、今後は「やっぱり対面がいい」という意見と、「ずっとこのままオンラインでいい」という意見に分かれているように思う。実際どうなるのかは全く不透明だが、いずれにしても情報技術の発達により、「人が集まる場」としての大学の意義は、相当薄くなった。「集まらなくてもできてしまった」という強烈な経験は、今後の大学の姿に大きな影響を与えそうである。
学会もまた、大学と同様である。3月以降、多くの学会が開催されたが、ほとんどの学会で現地開催は見送られ、その代わりにオンライン開催となった。学会主催の講演会などでは、例年は閑散とした客席を埋めるのに苦労するのに、オンラインにしたら普段の何倍もの人が接続した、といった話も聞く。当たり前、なのかもしれない。接続先を教えてもらったら、手元のパソコンから学会に参加できるうえ、旅費も移動時間も節約できる。ここでも、人が集まることの意義が問われそうである。「集まらなくてもできるのなら、集まらなくていいじゃないか」という意見が出てもおかしくない。
今年のポーラロ討論会は、金沢での現地開催の実現に向けてギリギリまで様子を見たが、コロナの感染拡大状況を見て、残念ながら断念することとなった。当初、理事会では、金沢での第66回討論会を1年延期する方針だったが、本年度で卒業・修了する学生のために発表の場を、という意見もあり、また全面的にオンラインでもできるんじゃないですか、という意見もあり、当学会史上初のオンライン開催となった。一般講演の発表資料は、当学会ウェブサイト中のパスワードを掛けたページ上に掲載し、討論会参加者に各自ダウンロードしてもらう形とした。ウェブサイト管理者の私は、たぶんそれほど大きな問題なくできるだろう、と楽観しているが、なにぶん初めてのことなので、うまくいく確信はない。もしトラブルが発生しても、「まぁ、初めてだからこんなこともあるでしょう」ぐらいに、ご寛恕いただければ幸いである。
今年は、いわば非常時の討論会として「集まらない」形式となるが、問題は、むしろ来年以降をどうするかである。先に書いたように「集まらなくてもできてしまった」場合、そのあとも集まらないのか。それとも、集まることに積極的な意味を見出すのか。このあたり、当学会の掲示板：https://6219.teacup.com/polarography/bbsなどもご活用いただいて、ご意見を出していただければ、と思う。この紙面を借りて私見を述べさせていただくと、たとえオンライン開催がうまくいったとしても、やはり現地開催が可能ならばそれが最善と思う。本誌66巻1号の巻頭言で相樂会長も「一度きりの体験の刹那があるからこそ貴重な現場感覚を得られる科学の討論が必要」と書いておられたが、私もまったく同感である。一言でいえば「臨場感」ということになるだろうか。ただし、長距離移動が困難なご年配の先生方や、その他の事情により現地へ行くことがかなわない人たちにとって、オンライン討論はコロナ収束後も魅力的であり続けるかもしれない。
来年の第67回討論会は、ぜひ金沢で現地開催できますように。一年後には、皆さんとの再会と、コロナの収束を祝って、北陸のカニを肴に乾杯したい。
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